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Ⅰ　はじめに

　発達障害のある児者を対象とした地域の支援活
動は，親の会や大学等の臨床活動の一環として位
置づけられ，展開されることがある1）2）．岩手県
においても同様の事例があり，いくつかの市町に
おいて有志の市民団体が活動の提供をしており，
その一例に，タグラグビーに取組む市民活動（以
下，本活動と記す）がある3）4）5）6）．
　タグラグビーとは，ラグビーの簡易普及版であ
り，年代や性別問わずに楽しめるスポーツであ
る7）8）9）10）．タックルなどの接触プレーを排除し，

その代替となる守備プレーとして攻撃側の選手の
タグ（腰につける帯状の用具）を獲ることが象徴
的である．
　タグラグビーに関する実践及び研究において，
発達障害のある児者を対象とし，その余暇活動の
提供を目的としたものは，現在の所，佐々木らに
よる本活動の実践研究報告のみであった．ここで
は，支援方法の開発と蓄積について自らの実践の
中で追究する必要があり，その取組みがすすめら
れていた．ここで得られた支援方法は，参加者と
共にプレーをする支援者によって適用されるもの
であり，タグラグビーにおける一般的な戦術のレ
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パートリーに包括される内容といえた．これらは，
参加者個人の特性（運動機能，志向，認知等を含
む）に即して開発されており，役割分担によって
参加者一人一人が確かに遂行できる内容に従事す
ることを基本とし，その必然的な結果として，参
加者一人一人がチームワークを確かに担うことが
できた．ここでは，参加者の心的過程に着目し，
知識技能の熟練や志向の変化に応じて役割分担や
プレー内容，支援方法が調整されることを前提と
し，かつ実際に調整されていた11）12）13）．
　また，支援方法は，局面的な戦術のレパートリー
として報告されることが多かった．しかし，ゲー
ムは局面の総和で構成，展開されているというよ
りも，ゲーム全体の流れの中で局面が生じている
と考えられる．このようなゲーム全体の流れを想
定する大局的な発想を「ゲームプラン」と称し，
支援の三観点「コト・モノ・ヒト」における「コ
ト（活動内容 ･ 展開）」に位置づく支援内容とし
て論ずる試みがなされはじめた．その一試行とし
て，実践上「定型」とされたゲームプランにおけ
る特定の役割を担うプレーヤーに着目し，そのプ
レーの様相及び支援の要領を事例的に検討したも
のがある．ここでは，ゲームプランにおいて最終
的にトライを決めることを想定した役割のプレー
ヤー（通称「 ₅ 番」）に着目した14）．本稿はそれ
に続くものであり，発達障害のある児者を対象と
したタグラグビーの活動における支援方法に関し
て，実践場面で開発された具体的な内容とその効
果の一端を明らかにすることを目的とした．特に
も本稿では，攻撃場面の初動を担うプレーヤー（通
称「 ₁ 番」）に着目する．

Ⅱ　方法

　研究の方法は，本活動における参与観察及びそ
の記録並びに動画等の活動の実施記録を収集し，
ここから攻撃の初動を担うプレーヤーに着目し，
その活動の様子と支援の意図や支援の効果の記述
を照合し支援方法として逸話として再構成し記述
した．これを資料とし，攻撃場面の初動を担うプ

レーヤーの事例に着眼し，その活動の様子と支援
の意図や支援の効果の記述を照合し支援方法とし
て抽出した．
　収集した資料は，参与観察において作成した逸
話記録，本活動においてタグラグビーが導入され
た2007から2017年度の活動実施記録を収集した．
これには，運営事務の記録ファイル，活動の計画，
支援者の事前事後ミーティングの記録，活動場面
を撮影した静止画および動画，毎回の活動を記録
した会報，公表されている実践報告論文等があっ
た．

1 　本活動の概要

　活動の頻度は月 ₁ 回，年12回の開催である．₉：
30に集合し，ウォーミングアップ，チーム練習を
経てゲームを行い11：45に解散する．
　本活動の参加者は，201X 年 ₃ 月現在，小学生（ ₁
名），中学生（ ₃ 名），高校生（ ₃ 名），成人（ ₆
名）であった．年長者はいずれも学齢期からの継
続的なかかわりがある．参加の契機は専門機関や
学校，親の会などから筆者に相談，紹介がなされ
たことによる．また，診断の有無や受診歴の有無，
種類は様々であるが，ほぼ全員についてその状態
像はASDの範疇で理解可能であった．このことは，
本活動がそもそも知的障害のない ASD のある児
者の支援グループとして開始されたという経緯に
由来した15）．
　支援者は，筆者及び有志の大学生 ₇ 名であった．
支援者におけるタグラグビーの競技経験は本活動
以外にはなかった．支援者は参加者と共にプレー
をしながら参加者の心的過程に留意しつつ支援を
する．また，本活動では性別や年齢，立場を問わ
ずプレーを共にしている．参加者 ₃ 名と支援者 2
名をもって ₁ チームとし，赤，黄，青，緑をシン
ボルカラーとする全 ₄ チームを編成した．チーム
は原則固定だが，参加者の在不在状況によって編
成を調整した．
　なお，タグラグビーの実施においては下記の要
領に拠った．これは従来のタグラグビーの実施要
領をもとに，独自のアレンジを加えたものである．
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①　 ₁ チームを ₅ 名で編成する．プレーヤーは，
タグを腰の両側につける．

②　 攻撃では，ボールを持ってゴールラインを
踏み越える「トライ」と称するプレーで得
点となる．

③　 パスは，横または後ろにいる味方に行う．
前方にパスを出すと「スローフォワード」
という反則になる．

④　 守備では，ボールを持っている相手のタグ
を獲る「タグ」と称するプレーで相手の進
行を止める．獲ったタグはその地点に置く．
獲られた相手はそれを拾いあげ付け直して
からプレーに戻る．

⑤　 タグを獲られたプレーヤーは，その位置か
ら味方にパスを出してプレーを再開する．
なお，タグを獲られた回数は「タグ ₁ 」「タ
グ 2 」「タグ ₃ 」「タグ ₄ 」「タグ ₅ 」と称
する．

⑥　 得点した場合や「タグ ₅ 」の場合のみ攻守
交代する．

⑦　 ₁ ゲームは10分間とし，大型タイマーを
もって表示した．

⑧　 その他，ゲームの細部においては，会場の
物理的な制限や，参加者の様子に合わせて
タグラグビーの競技としての独自性を損な
わない程度にルールの変更やアレンジを施
した．参加者の様子に合わせたルールの変
更には，不慣れさに応じた軽減的で配慮的
な変更もあれば，プレーの成熟に応じた発
展的な変更も含んだ．例えば，配慮的なルー
ルとして「タッチラインを踏み越えた場合，
その位置からのパスを持って攻撃プレーを
再開する．ただし「タグ」 ₁ 回とみなす．
発展的なルールとして「タグの直後のゲー
ムの再開は，一連の攻撃プレーの流れを中
断せずに実施してよい」などがある．

⑨　 会場は，体育館であり，コートのサイズは
借用する会場によって異なるが，縦30メー
トル程度，横10メートル程度である．コー
ト両側長辺がタッチライン，短辺がゴール

ライン，中央をハーフラインと称する．ま
た，自チームが守るべきゴールラインから
ハーフラインまでのエリアを「自陣」，ハー
フラインから自チームが目指すべきゴール
ラインまでのエリアを「敵陣」と称する．

2 　ゲームプランと局面的戦術のとしての記述方

法「戦術コード」

　タグラグビーにおけるゲームプランと局面的戦
術の記述に際しては，「戦術コード」と称する便
宜的で独自に作成した次の表記方法及び要領に基
づいた．
　まず，₅ 人のプレーヤーがゴールエリアを目指
し横並びしたときに左から順に ₁ ～ ₅ 番とそれぞ
れ称した．これを用いて本活動において定型とさ
れているゲームプランの内容について記したのが
図 ₁ である．攻撃の開始は，₁ 番がボールを保持
し前進することから始まる．そこから 2 番にパス
が出され，2 番から ₃ 番，₃ 番から ₄ 番，₄ 番か
ら ₅ 番へとパスが出される．このような順次のパ
スは，前進しながらなされる．プレーヤーは直進
するがボールはコートの左サイドから右サイドに
移動することになる．最右翼の ₅ 番にボールが
渡ったときにトライすることが理想型である．
　このようなゲームプランの内容を「1-2-3-4-5」
と表記する．パスによるボールの流れに即してプ
レーヤーの番号を連記している．また，ゲームプ
ランの一部に位置づく局面的戦術について抽出す
る際には，その局面を「4-5」などと表記する．
これは ₄ 番と ₅ 番のプレーヤーのコンビプレー
を意味する．さらに「4-（5）-1」のように括弧付
きにした場合には，₄ 番のプレーヤーが ₅ 番のプ
レーヤーへパスをするフェイクをして ₁ 番にパス
をしたことを意味する．

3 　倫理的配慮

　本活動に関する研究発表等については，毎年度
始の参加・登録の意思確認時及び必要が生じた随
時に参加児者の保護者の了承を得た．また，事例
や逸話の記述に際しては，その主旨を損なわない
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範囲で，個人が特定されないよう記述の一部に加
工を施した．

Ⅲ　結果

1　定型のゲームプランと 5番の位置づけ

　定型のゲームプラン「1-2-3-4-5」における各
プレーヤーの要領については次の通りである．参
加者は，₁ 番，₃ 番，₅ 番をそれぞれ担当し，支
援者は 2 番と ₄ 番を担当した．
　攻撃場面の序盤，₁ 番プレーヤーは，ボールを
持って左サイドを駆け上がる．この時，できるだ
け敵陣深くまで進攻したい．タグを獲られたとこ
ろで，素早く 2 番プレーヤーにパスをする．

　 2 番プレーヤーは，₁ 番プレーヤーからのパス
を円滑に受け取るよう，距離やタイミングを調整
しながら ₁ 番プレーヤーを追走する．パスを受け
た後は，守備を引きつけながら進攻したい．タグ
を獲られたところで ₃ 番プレーヤーにパスをする．
　 ₃ 番プレーヤーは，パスを円滑に受け取り，勢
いそのままにトライできるよう加速しながら駆け
込みたい．タグを獲られた場合には，素早く ₄ 番
プレーヤーにパスをする．
　 ₄ 番プレーヤーは，守備を引きつけることで ₅
番プレーヤーをフリーの状態にした上でパスを出
したい．
　 ₅ 番プレーヤーは，₄ 番プレーヤーの動きに合
わせて右サイドの空きスペースに駆け込み，パス
を受け取り，トライしたい．
　このような各プレーヤーの役割分担によって，
定型のゲームプランが進行する．この流れの中で，
各プレーヤーにおける個人の特性（運動機能，志
向，認知等を含む）や守備の対応などの諸条件か
ら局面的戦術が開発される．
　さて，役割における ₁ 番と ₅ 番は，ゲームにお
ける状況判断やそこでの最適プレーの選択・実施
という臨機応変さ，いわゆる「オープンスキル」
を発揮しにくい状況にある参加者に分担しやすい
役割である．特にも ₅ 番は，走力を問わず，短距
離を駆け抜けることを主たるプレー内容とし，ト
ライを決めるというチームの目的と自身のプレー
の目的が完全に一致することからも初心の参加者
には適していると考えられていた．これに対して
₁ 番は，当初ボールを持つことや走力を発揮する
ことに対する意欲旺盛な参加者に分担しやすい役
割といえた．
　以下では，₁ 番プレーヤーについての逸話を挙
げる．なお，逸話の記述に際しては，次の ₃ 点を
含めた．すなわち，①役割の設定の根拠としての
プレーヤーの特性，②役割の内容としてのプレー
の目標，③役割の遂行の要領及び支援方法，④プ
レーの様相すなわち結果及び支援の評価，である．

図1　定型のゲームプラン

※守備プレーヤーの表記は省略．
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2 　事例 1　シンジさん（20代，男子，仮名，ASD）

の「1-2」

　（1）局面的戦術「1-2」の典型

　そもそも，シンジさんには運動が苦手という自
認があり，また，即興的な状況判断や動作をする
ことは苦手であった．端的な例では，オープンス
ペースに駆け込みパスを受けるなどの即興的な状
況判断や，緩急をつけたり相手守備をかわす動作
を交えたりして走ることや捕球の動作は難しかっ
た．このことによって，プレーに対する不安や迷
いを持ちやすかった．
　そこで，₁ 番プレーヤーとして役割分担をし，
それを遂行することをめざした．ここでのプレー
内容は，サイドライン際にボールを持ちこみ，タ
グを獲られた後に 2 番プレーヤーにパスをするこ
とである．この特定内容について，次の要領を強
調して伝えた．すなわち，① サイドラインに向
かって直線的に走ること．② タグを獲られるこ
とがパスの合図であること．③ タグを獲られな
いことを考えるのではなく，サイドライン際，し
かもできるだけ敵陣深くまで進んだ位置で，相手
守備プレーヤーにタグを獲らせると考えること，
④ パスは必ず 2 番プレーヤーにだすこと，である．
　このために，2 番プレーヤーに支援者を配置し
た．シンジさんのパスの方向やタイミングは，2
番プレーヤーの位置取りや声掛けのタイミングに
よって可能な限り定型化した．
　この結果，シンジさんは，堅実に役割を遂行し
た．この様子を図 2 に示した．即興的な状況判断
を要さないこと，定型のプレーをすることが，一
点集中しやすいシンジさんの特徴と相まって，プ
レーに対する不安や迷いからの開放をもたらした
ようでもあった．また，自分のパスによって後続
のゲームプランが進行しトライが決まると笑顔を
見せるようになった．しかし，駆け出しの速度
が上がり切らないうちにタグを獲られるために，
ボールの進みが不足気味であった．そこで，スター
ト位置を 2 メートルほど下げ，加速してから敵陣
に踏み入ることにし，進攻の距離を稼ぐようにし
た．

　（2）�局面的戦術「1-2」における位置交換を交
えた亜型

　 ₁ 番のプレーに慣れたシンジさんは，徐々に相
手守備の動きなどについて警戒するようになっ
た．これは，周囲の状況に対する認知の拡大によ
るものであった．換言すると心理的なゆとりが得
られたと見えた．しかし，結果的に，シンジさん
は自分に迫る守備プレーヤーに対して警戒心を強
め，直進を躊躇い，立ち止まったり横に走路を求
めたりする様子が見られ始めた．
　そこで，シンジさんが，自らの走路を横にそれ

図2　「1-2」の典型
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て 2 番プレーヤーの走路で相手にタグを獲らせる
戦術を開発した．その際，2 番のプレーヤーは，
シンジさんと交差して ₁ 番の走路に入り，そこ
でパスを受けることにした．つまり，₁ 番プレー
ヤーと 2 番プレーヤーの位置が入れ替わることに
なる．シンジさんには，プレー内容について，次
の要領を強調して伝えた．すなわち，① 一旦は左
サイドラインに向かって直線的に駆け出すこと．
② 相手プレーヤーの前で右側コースを変えるこ
と．③ 二人目の相手プレーヤーの前で速度を落と
し，タグを獲らせること．③ 直後に，左サイドラ
イン際に駆け込む 2 番のプレーヤーにパスを出す
ことである．

　このために，2 番プレーヤーに支援者を配置し
た．その上で，シンジさんには，この戦術の呼称
を，走路を横に振るイメージから「スイング」と
した．一方，従来のサイドライン際を直進する戦
術を「ストレート」と呼称することにし，シンジ
さんと支援者の間で，両者を意図して使い分ける
ことにした．このことで，守備プレーヤーに気圧
されて走路を変えているという消極的・受動的な
プレーの選択ではなく，チームのゲームプランと
して，シンジさん自身の積極的・能動的なプレー
の選択という認識を暗に促した．
　この結果，シンジさんと支援者の間では，攻撃
プレーの始動時に，戦術の選択がなされ，効果的
に遂行され，間もなく戦術のレパートリーとして
定着した．この様子を図 ₃ に示した．

3 　事例 2　シュウ君（高校 1年，男子，仮名，

ASD）の「1-2」
　（1）�局面的戦術「1-2」におけるハンドオフパ

スを用いた亜型

　シュウ君は，運動面においてはシンジさんに類
似の状況であった．対照的だったのは，ボールの
操作として投球動作が苦手であり，そのパスは
弱々しく制球が定まらなかった．また，タグを獲
られまいと過度に警戒し，相手守備に迫られると，
横方向への走路変更をしがちであった．このこと
はチームとしてのデメリットになった．つまり，
ボールを前に進められないこと，他のプレーヤー
の進路をふさいでしまうこと，ゲームプランの展
開に混乱をきたしてしまうことであった．
　そこで，プレー内容について，次の要領を強調
して伝えた．すなわち，① サイドラインに向かっ
て直線的に走ること．② タグを獲られることがパ
スの合図であること．③ パスはせずに両手で掲げ
ること，それを 2 番プレーヤーが駆け込み掠め取
ること．これは手渡しによるパス（ハンドオフパ
ス）である．
　このために，2 番のプレーヤーに支援者を配置
した．2 番プレーヤーは，当初シュウ君の真横を
並走し，シュウ君が横方向に向かわないよう，暗

図3　�「1-2」における位置交換を交えた亜型「ス
イング」
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に走路を塞いだ．シュウ君が確実にライン際を駆
け出したことを確認して，自らの速度を落とし，
シュウ君がタグを獲られた直後に加速し，ハンド
オフパスを受けた．
　この結果，シュウ君は，ライン際に走路をとっ
て駆け込むことが定着した．ハンドオフパスは，
シュウ君にとっての心地良い成功体験となったよ
うで，ユニークな作戦名が付けられ，より意欲的
に遂行されるようになった．この様子を図 ₄ に示
した．

　（2）�局面的戦術「1-2」に追加されたサイドチェ

ンジパスによる発展型

　シュウ君は，「1-2」におけるプレーに習熟しは
じめると，2 番プレーヤーにパスを出した後には，
タグを拾い上げ自陣に戻る動きが見られ，プレー
に対する物足りなさを感じ始めたようだった．
　そこで，₄ 番プレーヤーからのリターンパスを
うけてトライを目指すことにした．この戦術内容
について，次の要領を強調して伝えた．すなわち，
① パスを出した後で素早くタグをつけ直し，再度
ゴールに向かって走ること．② 直ぐにタグを付
け直せるよう，タグを獲られるときには速度を落
とすこと．これによって，タグを獲られた後にタ
グの位置まで戻るという動作のロスがなくなる．
③ ₄ 番プレーヤーの動きに注目してロングパス
への対応を心づもりをすること，である．
　このために，2 番プレーヤーは，シュウ君にタ
グを付け直すことを声掛けによって促した．また，
₄ 番プレーヤーからのロングパスはカズキ君の懐
に収まりやすいよう制球された．具体的には，シュ
ウ君は，山なりの緩やかな送球に対しては，慎重
に捕球しようとするあまり，かえってぎこちない
動作となりボールを取りこぼす傾向があったた
め，駆け込むカズキ君の速度に合わせて鋭い送球
を行った．このことで両手の間に挟まるように収
まった．この様子を図 ₅ に示した．
　この結果，シュウ君は，序盤のプレーの後に，
終盤のトライを目指して，サイドラインを駆け上
がることを繰り返すようになった．また，ロング
パスの対応についても，習熟した．
　そもそも，この戦術は，定番の戦術の進行によっ
て一端は右サイドに展開されたボールがオープン
となった左サイドに戻される，いわゆるサイド
チェンジを用いるものである．これには，₅ 番で
タグを獲られそこからのリスタートによる「1-2-
3-4-5-4-①」や，₅ 番プレーヤーを囮にしてサイ
ドチェンジする「1-2-3-4-（5）-4-①」などがあっ
た．これらは，₅ 番のプレーヤーにかかる局面的
戦術を報告した先行研究で報告されたものであっ
た16）．

図4　�「1-2」におけるハンドオフパスを用いた�
亜型
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4 　事例 3　リョウ君（成人，男子，仮名，ASD）

の「1-2」におけるパスエンドランを用いた亜型

　（1）�「1-2」におけるパスエンドランを用いた

発展型「1-2-1-3」

　そもそも，リョウさんは走力があり，序盤の進
攻において距離を稼ぐことができた．しかし，タ
グを獲られることに対しては，活動に参加を始め
た中学生のころから根強い抵抗があった．参加当
初は，タグを獲られる都度，自罰的な言動や苦悩
の表情を見せた．しかしその都度，リスタートの
パスの必要性やその実施によって得られる戦術的

価値を説明したり，成功を確認しあったりするこ
とで，抵抗は徐々に軽減しているようではあった．
　一方でライン際に駆け込み，追走する 2 番のプ
レーヤーへ円滑にパスを出すことは，リョウさん
にとっては，技術的に容易な内容であり，結果的
に，それはプレーにおける物足りなさを感じるこ
とにもなった．また，同時にタグを獲られたこと
の不快感が残りがちのようだった．
　そこで，リョウさんが一旦はタグを獲られずに
守備を抜く戦術を開発した．具体的には，2 番の
プレーヤーが並走し，リョウさんは，守備プレー
ヤーが自らに駆け寄った直後，すなわちタグを獲
られる直前に 2 番プレーヤーにパスをする．その
ままライン際を駆け抜け，守備プレーヤーが 2 番
のタグを獲ったところで，リターンパスを受ける．
リョウさんには，プレー内容について，次の要領
を強調して伝えた．すなわち，① 守備はボールを
持ったプレーヤーのタグを狙うわけだから，タグ
を獲られるのが嫌ならボールを放せばいい．② 2
番プレーヤーにパスをしたらそのままボールを持
たずに手ぶらで守備を抜く．③ リターンパスをう
けさらに前進すること，である．
　このために，2 番プレーヤーに支援者を配置し
た．その上で，リョウさんには，この戦術の呼称
を「パスエンドラン」と伝えた．当初リョウさんは，
2 番プレーヤーへのパスのタイミングを計れず守
備に接近し過ぎてタグを獲られることがあった．
2 番プレーヤーは，相手守備プレーヤーがリョウ
さんに対する初動を開始した直後に「ハイ！」と
声をあげパスを要求することにした．リョウさん
はこれに応じて適時にパスをし，守備プレーヤー
の横をすり抜けリターンパスを受けた．このとき，
2 番プレーヤーは，タグを獲った守備プレーヤー
の背後を通すリターンパスをすることを要領とし
た．つまり，₁ 番プレーヤーから 2 番プレーヤー
のパス交換は，相手守備プレーヤーの眼前でな
され，2 番プレーヤーから ₁ 番プレーヤーへのリ
ターンパスは，守備プレーヤーの背後でなされる．
　この結果，リョウさんは，守備プレーヤーを抜
き去ることの心地良さを覚え，リターンパスを受

図5　�サイドチェンジパスによる発展形「1-2-3-
4-（5）-①」
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けた後に勢いそのままにトライを決めた．徐々に
守備の対応がなされ，ゴール前でタグを獲られる

ことが増えた．しかし，その際には追走した ₃ 番
のプレーヤーへのパスによってその後の有効な展
開を導いた．この様子を図 ₆ に示した．このこと
で，リョウさんのプレーに対する満足となり，タ
グを獲られたことの不快感が一層和らぎ，チーム
メイトに対して「ナイスパス」と声をかけたり，
ハイタッチをかわしたりする姿が見られ始めた．
　（2）�「1-2」におけるパスエンドランを用いた

発展型「1-2-3-①」

　リョウさんはパスエンドランをすべく，2 番プ
レーヤーにパスをし，サイドライン際を駆け上
がったが，2 番プレーヤーの動作の狂いからリョ
ウさんへのリターンパスはなく，苦肉の策で，2
番プレーヤーから ₃ 番プレーヤーにパスが出さ
れた．₃ 番のプレーヤーのタグを獲るべく守備プ
レーヤーが追いすがった．₃ 番プレーヤーからサ
イドライン際を走るリョウさんへのアシストパス
を受けリョウさんはトライを決めた．この様子を
図 ₇ に示した．
　この戦術は即興的に開発されたが，中盤からの
速攻として，ゲームプラン上極めて有効であった
ためにその後にレパートリーとして定着した．2
番プレーヤーを起点として，リョウさんにリター
ンパスをするか，₃ 番プレーヤーを経由してリョ
ウさんにパスをするのかという戦術のバリエー
ションを得た．この戦術では，リョウさんがタグ
を獲られないために，リョウさんにとってはサイ
ドライン際を駆け上がる動機にもなった．

5 　その他の事例　ゲームプランにおける戦術レ

パートリーの適用の拡大

　基本戦術としての典型「1-2」は複数の参加者
や状況に適用され，その中でアレンジやアジャス
トが試みられ，その結果として亜型や発展型が開
発されてきた．その内容について，以下に記す．
　（1）典型「1-2」の他参加者に対する適用

　典型「1-2」について，上記とは別の参加者に
適用された事例として，カズキ君（小学校 ₅ 年，
男子，仮名，ASD）の逸話がある17）．カズキ君は，
タグラグビーの勝敗及び一つのプレーの成否に対図6　パスエンドランを用いた発展形「1-2-1-3」
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して執拗な言動があった．例えば，タグを獲られ
ると必要以上に悔しがりプレーを中断し「どうし
て獲るんだよ」などと他罰的な言葉を発した．ま
た，ボールを保持したがり，オフザボール（ボー
ルを保持しない状況）では「なんでボールをよこ
さないんだよ」などと不平不満を吐露しがちだっ
た．また，技術的には，粗大運動やボールの操作
において不器用さがあった．パスなどの投球動作
もぎこちなく，ボールを保持することへの意欲は
高いものの，捕球動作について苦手であり落球し
がちだった．
　そこで，典型「1-2」の戦術を提案し，タグを
獲られることがプレーの失敗ではないという価値
観の理解，ボールを保持するプレー場面の保障，
捕球技能を一先ずは要さないなど技術面への配
慮，チームワークの一端を自分が担っていること
の実働とその結果としての理解が得られることを
めざした．2 番プレーヤーである支援者は，カズ
キ君がタグを獲られた心理的動揺よりもパス動作
に注目し実行しやすいよう適時に「カズキ君，パ
ス早く！」と促した．パスの成功に対しては「ナ
イスパス！」などと声をかけるようにした．
　この結果カズキ君は自分のプレーがチーム戦術
を後続しトライに至ることがわかると，自分がそ
の攻撃の起点となったことに誇らしさを感じた様
子だった．これに伴いタグを獲られた後の心理的
な動揺はなくなり，仲間がトライを決めると諸手
を挙げて喜びを表現した．
　（2）パスエンドランの他参加者に対する適用

　パスエンドランについて，アキオ君（19歳，男子，
仮名，ASD）の逸話がある．アキオ君は，戦術の
理解があり，送球の精度もよかった．ライン際に
駆け込み，追走する 2 番プレーヤーへ円滑にパス
を出すことが定着し，心理的なゆとりが見られる
ようになった．しかし，結果的に，それはプレー
における物足りなさを感じることにもなった．そ
こで，パスエンドランを用いて，戦術の拡大を図っ
た．この結果，当初，アキオ君はパスをした直後
に立ち止まる癖があったが，何度かシミュレー
ションをして改善し，プレーを成功させるように図7　パスエンドランを用いた発展形「1-2-3-①」
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なった．自らのプレーにレパートリーが増えたこ
とで，戦術を取り扱うという知的好奇心が喚起さ
れ，支援者と戦術についての話し合いをするなど，
プレーの楽しみを拡大したようだった．
　（3） 2番の役割分担の他参加者に対する適用

　役割分担について，ユウジ君（高校 ₃ 年，男子，
仮名，ASD）の逸話がある．これまで支援者が担っ
ていた 2 番の役割をユウジ君が担うことにした．
前出のシンジさん（20代，男子，仮名，ASD）と
のコンビで攻撃の起点となった．具体的には，シ
ンジさんが「スイング」からライン際にパスを出
すことにあわせて，ユウジ君がライン際に駆け込
みパスを受けて持ち前の走力を駆使してゴール直
前まで駆け込み，逆サイドへのロングパスを出す
などのプレーを担った．
　（4）ゲームプランにおける定型戦術の適用

　定型戦術「1-2-3-4-5」を右サイドから開始し
たゲームプランの逸話がある．これは，表記上

「5-4-3-2-1」とされ，単なる左右反転のプランで
ある．前述のプレーヤーによって編成されたチー
ムにおける実施事例を挙げる．このチームは，左
から順にアキオ君，支援者 A，支援者 B，ユウジ君，
シンジさんを配置した．そのゲームプランの展開
を以下に記す．
　まずは，左サイドからの攻撃を開始した．す
なわち「1-2-3-4-5」である．₁ 番のアキオ君は，
2 番の支援者 B とのパスエンドランを試みた．
左サイドでリターンパスを受け取ったアキオのタ
グを相手守備プレーヤーが獲った．アキオはコー
ト中央に駆け込んだ ₃ 番の支援者 B にパスをし
た．支援者 B は捕球直後に ₄ 番のユウジ君にパ
スをした．ユウジ君はゴール直前でタグを獲られ
るが，右サイドラインに走り込んだ ₅ 番のシンジ
さんに向けて腕を伸ばし軽くボールを浮かせた．
シンジさんは捕球してそのままトライを決めた．
　次に，右サイドからの攻撃を開始した．すなわ
ち「5-4-3-2-1」である．₁ 番のシンジさんは，「ス
イング」してコートの内側に切り込んだ．右サイ
ドライン際のスペースに，2 番のユウジ君が駆け
込みパスを受けた．そのタグを相手守備プレー

ヤーが二人がかりで獲った直後，中央スペースに
駆け込んだ ₃ 番の支援者 B にパスをした．支援
者 B の左には ₄ 番の支援者 A が併走していた．
相手守備プレーヤーはそこへのパスを既に警戒し
ていた．そこで支援者 B は，支援者 A の頭上を
越えるマウンテンパスを左サイドライン際へ放る
と，₁ 番アキオ君が駆け込み捕球，勢いそのまま
にトライを決めた．
　左右それぞれからの攻撃の初動をゲームプラン
として意図的に用いることで，相手守備の対応を
かわしたり，ウィークポイントを突いたりするこ
とが期待できよう．ただし，これは，複数のプレー
ヤーが ₁ 番と ₅ 番の二つの役割を担えることが条
件である．

Ⅳ　考察

　本稿では，攻撃の初動を担うプレーヤーに着目
し，実践場面で開発された具体的な内容とその効
果の一端を逸話として記述した．ここではゲーム
プランと局面的戦術の具体的内容を統合的に論じ
た．その支援方法としての効果を確認した．戦術
として有効であった支援は，そもそもプレーヤー
たる参加者の特性に応じて開発されたものであっ
た．それによってプレーの習熟とプレー内容の発
展を促した．それとともに，戦術のアレンジやア
ジャストによって亜型や発展型の開発されること
もあった．これらの戦術の開発は，それ自体が活
動の目標であるプレーの成功をめざす支援方法で
あり，その性質は，あくまでもタグラグビーのプ
レーそのもの形式をとることからナチュラルサ
ポートであるとする主張18）19）20）が支持されたとい
えよう．
　また，戦術は他参加者への適用される可能性も
あり，戦術の開発は特定の参加者個人の特性に端
を発しつつも，その適用の対象を拡大すること，
すなわちユニバーサル化されることもあった．
　さて，本研究ではゲームプランと局面的戦術の
具体的内容を統合的に論じた．このことは，局面
的戦術のみを切り出して記述した先行研究の反省
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に基づく改善あるいは補完であり，実践場面をよ
り現実的に取扱おうとする試みであった．実践場
面における，チームプランおよび局面的戦術の記
述および検討をより現実的に取扱うことが必要で
あろう．そこで，特定のチームの，₁ ゲームを事
例とし，そのゲームプランの全容における局面的
戦術の適用にかかる計画，実施，評価，改善の循
環的駆動の様相を明らかにすることが必要だろう．
　また，支援方法を蓄積し活用をするためには，
支援方法の内容の系統性や参加者の特性との適合
要領などが明確であればよい．そこで，一人の参
加者を事例とした長期的で時系列的なプレー内容
及び戦術内容の変遷を明らかにすることによっ
て，支援方法として用いられた戦術のアレンジや
アジャストによって開発された亜型や発展型の内
容についての系統及び参加者の特性との適合の様
相を明らかにすることが必要だろう．
　さらに，一つの戦術について，複数の参加者へ
の適用事例の比較検討によって，支援方法として
の戦術の有効性及び参加者の特性との適合の様相
を明らかにすることが必要だろう．
　なお，そこでは，ゲーム分析21）22）等のスポーツ
に関する学問領域の内容や方法に関する知見と対
照させて理論構築を進める必要があるだろう．
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